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■
各
委
員
会
か
ら
の
答
申
事
項

■
第
五
回
総
務
委
員
会（
三
月
十
五
日
開
催
）

①　

�

新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
モ
デ
ル

と
し
た
運
営
参
画
意
向
の
取
り
扱
い

②　

�

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
に
伴
う
関
連
諸

規
程
等
の
整
備

③　

�「
第
七
次
中
期
三
か
年
計
画
」の
策
定
骨
子

④　

�「
定
年
再
雇
用
規
程
」の
一
部
変
更
と

「
正
職
員
転
換
制
度
規
程
」の
新
設

⑤　

貸
倒
引
当
金
の
引
当
基
準

⑥　

�

預
か
り
金
事
務
取
り
扱
い
基
準
要
領
の

一
部
変
更
と
事
務
手
数
料
の
改
定

■
第
四
回
生
産
委
員
会（
二
月
十
八
日
開
催
）

　

第
五
回
生
産
委
員
会（
三
月
十
三
日
開
催
）

①　

�

新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
へ
の
運
営
参
加
協

力
の
提
案
受
け
入
れ
・
庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
の
倉
庫
転
用
並
び
に
関
連
諸
規

程
等
の
整
備

②　

�

飼
料
イ
ネ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）の
刈
り
取
り
機
械

の
取
得
整
備

③　

平
成
二
十
六
年
度
乳
価
構
成

④　

�

平
成
二
十
六
年
度
衛
生
的
乳
質
ペ
ナ
ル

テ
ィ

⑤　

�

平
成
二
十
六
年
度
酪
農
振
興
資
金
の
使

途

⑥　

�

３
M
事
業
の
今
後
の
事
業
取
り
組
み
と

生
乳
生
産
基
盤
維
持
対
策

⑦　

�

平
成
二
十
六
年
度
生
乳
生
産
対
策
並
び

に
生
乳
計
画
生
産
の
取
り
組
み

⑧　
�

新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
モ
デ
ル
と

し
た
運
営
参
画
意
向
の
取
り
扱
い

⑨　

�
飼
料
製
造
の
作
業
シ
フ
ト
並
び
に
広
酪
製

造
飼
料
大
口
奨
励
金
の
取
り
扱
い

⑩　

�

第
七
次
中
期
三
か
年
計
画
の
策
定
骨
子

⑪　

�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
運
営
規
程
の
一
部

変
更（
案
）

⑫　

�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
業
務
委
託
要
領
の
一
部

変
更（
案
）

⑬　

�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
損
害
賠
償
準
備
拠

出
金
制
度
の
新
設

⑭　

�

平
成
二
十
六
年
度
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用

料
金
・
委
託
料
金

⑮　

平
成
二
十
六
年
度
牛
群
検
定
料
金

協
議
一

　

任
期
中
途
の
理
事
退
任
の
申
し
出
の

取
り
扱
い

▼
理
事
一
名
か
ら
次
回
通
常
総
会
終
了
後
に

退
任
し
た
い
旨
の
申
し
出
を
受
け
、「
相
当
の

事
由
」が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
受
理
を
決
定
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
以
後
役
員
の
補
欠
選
任
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

協
議
二

　

平
成
二
十
六
年
度
生
乳
生
産
対
策

並
び
に
生
乳
計
画
生
産
の
取
り
組
み

▼
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
の
策
定
基
準

乳
量
を
五
万
二
千
㌧
に
決
定
し
た
。

▼
な
お
、
去
る
二
月
一
日
を
基
準
日
と
す
る

生
乳
生
産
基
盤
調
査
結
果
に
よ
る
組
合
員
の

自
主
申
告
数
量
は
五
万
四
千
六
百
八
ト
ン
と

の
結
果
を
受
け
、
組
合
は
こ
の
達
成
に
向
け

て
①
ラ
ク
ト
コ
ー
ダ
の
運
用
に
よ
る
乳
質
改

■
二
十
六
年
度
計
画
生
産
乳
量
五
万
二
千
ト
ン

■
「
新
体
細
胞
ペ
ナ
体
系
」運
用
決
定

第
十
三
回
理
事
会

三
月
十
九
日
・
二
十
四
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

　
第
十
三
回
理
事
会
は
協
議
事
項
が
多
く
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
た
。

十
九
日（
木
）に
は
、
理
事
十
一
名（
一
名
欠
席
）、
監
事
四
名
が
出
席
し
、

二
十
四
日（
月
）に
は
、
理
事
九
名（
三
名
欠
席
）、
監
事
四
名
が
出
席
。
　

　
協
議
は
、総
務
委
員
会
並
び
に
生
産
委
員
会
の
答
申
結
果
を
踏
ま
え
て
、

次
の
十
一
項
目
を
審
議
し
決
定
し
た
。
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善
指
導
の
推
進
、
②
酪
農
経
営
安
定
及
び
生

産
基
盤
維
持
に
関
連
す
る
補
助
事
業
、
③
生

乳
生
産
基
盤
維
持
の
た
め
の
「
３
M
事
業
」、

④
「
後
継
牛
対
策
」「
自
家
育
成
対
策
」に
対

す
る
奨
励
措
置
、
⑤
「
需
要
期
増
産
奨
励
助

成
事
業
」、
⑥
「
移
行
期
」の
飼
養
管
理
指
導
、

⑦
組
合
の
リ
ー
ス
牧
場
等
の
運
営
検
討
、
⑧

そ
の
他
関
係
す
る
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
定
し
た
。

協
議
三

　

平
成
二
十
六
年
度
乳
価
構
成

▼
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
並
び
に
生
産

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
六
年

度
乳
価
構
成
テ
ー
ブ
ル
は
前
年
度
同
様
と
決

定
し
た
。
し
か
し
、
消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
伴

い
実
質
税
込
価
格
は
増
額
と
な
る
。

（
平
成
二
十
六
年
度
乳
価
構
成
控
除
額
は
九

円
七
十
六
銭
四
厘
八
毛
／
kg
以
内
）

（
内
容
は
、
本
誌
パ
ー
ラ
ー
二
十
一
頁
）

協
議
四

　

平
成
二
十
六
年
度
衛
生
的

乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ
体
系
と
使
途

▼
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
並
び
に
生
産

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
細
菌
数
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
前
年
同
様
、
体
細
胞
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は

既
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
新
体

系
に
よ
る
運
用
を
決
定
し
た
。

▼
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
使
途
は
、
良
質
乳
出
荷
対

策
と
し
て
八
つ
の
事
業
、
生
産
基
盤
強
化
対

策
と
し
て
五
つ
の
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
決

定
し
た
。

（
内
容
は
、
本
誌
パ
ー
ラ
ー
二
十
二
〜
二
十
三
頁
）

協
議
五

　

平
成
二
十
六
年
度
酪
農
振
興
資
金

の
使
途

▼
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
並
び
に
生
産

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
審
議
し
、
広
島
県

酪
農
政
治
連
盟
が
行
う
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
反
対
運

動
」、「
乳
価
値
上
運
動
」、「
国
の
酪
農
関
係

予
算
等
の
要
求
活
動
等
の
活
動
費
強
化
に
充

て
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

（
内
容
は
、
本
誌
パ
ー
ラ
ー
二
十
頁
）

協
議
六

　

３
M
事
業
の
今
後
の
事
業
取
り
組
み
と

生
乳
生
産
基
盤
維
持
対
策

▼
生
産
基
盤
強
化
対
策
委
員
会
並
び
に
生
産

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
生
乳
生
産
基
盤

の
弱
体
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
下

に
あ
っ
て
、
事
業
中
止
は
更
な
る
悪
化
を
招

く
懸
念
が
あ
り
、
今
後
は
毎
年
度
検
証
を
行

な
い
な
が
ら
の
事
業
継
続
を
決
定
し
た
。

▼
な
お
、
平
成
二
十
六
年
度
は
二
百
頭（
予

算
一
億
二
千
万
円
以
内
）
の
事
業
規
模
で
、

そ
の
着
手
時
期
、
資
金
調
達
方
法
等
は
今
後

の
理
事
会
で
審
議
す
る
。

協
議
七

　
「
第
七
次
中
期
三
か
年
計
画
」の

策
定
骨
子

▼
「
第
七
次
中
期
三
か
年
計
画
」に
盛
り
込

む
事
項
を
事
業
区
分
毎
に
検
討
し
た
結
果
、

十
六
項
目
を
柱
に
掲
げ
、
そ
の
具
体
的
内
容

は
今
後
整
備
す
る
方
向
性
を
決
定
し
た
。

協
議
八

　

新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を

モ
デ
ル
と
し
た
運
営
参
画
意
向
の
取
り
扱
い

▼
新
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
統
合
整
備
事
業
に

対
し
て
、
①
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会

か
ら
は
、「
全
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
参

入
し
た
い
」、
ま
た
、
②
㈱
東
酪
か
ら
は
「
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
後
の
製
造
労
務
、
飼
料

イ
ネ
の
刈
り
取
り
、
配
送
運
搬
等
の
部
門
の

支
援
に
あ
た
り
た
い
」と
の
提
案
を
受
け
、

こ
の
提
案
の
受
け
入
れ
、
個
々
の
対
応
に
適

正
を
期
す
た
め
、
契
約
及
び
協
定
内
容
を
決

定
し
た
。

協
議
九

　

庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

倉
庫
転
用
に
よ
る
活
用

▼
庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
の
飼
料
製
造
業

務
終
了
後
は
、
製
造
飼
料
製
品
や
飼
料
イ
ネ

（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）の
ス
ト
ッ
ク
、
更
に
は
飼
料
イ
ネ

収
穫
機
械
の
保
管
倉
庫
と
し
て
の
活
用
を
決

定
し
た
。

▼
倉
庫
に
は
常
駐
職
員
を
置
か
ず
、
本
所
事

業
推
進
課
が
管
理
に
あ
た
る
。

協
議
十

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
統
合
に
伴
う

関
連
諸
規
程
等
の
整
備

▼
新
み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
付
で
同
セ

ン
タ
ー
に
課
長
待
遇
の
「
セ
ン
タ
ー
所
長
」、

「
工
場
長
」を
配
置
し
、
指
揮
命
令
系
統
に
お

い
て
は「
セ
ン
タ
ー
所
長
」の
下
に「
工
場
長
」

を
配
置
、一
方「
庄
原
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」は
、

「
み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」へ
の
円
滑
な
移
行

を
図
る
た
め
、
今
年
五
月
末
迄
の
製
造
業
務

を
予
定
。六
月
か
ら
は「
庄
原
倉
庫
」と
し
て
、

「
本
所
事
業
推
進
課
」配
下
で
倉
庫
運
営
を
図

る
考
え
か
ら
、こ
れ
ら
の
「
人
員
配
置
」、「
運

営
体
制
」等
を
踏
ま
え
十
四
項
目
に
及
ぶ
関

連
諸
規
程
類
の
改
廃
を
決
定
し
た
。

協
議
十
一

飼
料
イ
ネ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）の
刈
り
取
り

機
械
の
取
得
整
備

▼
飼
料
イ
ネ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）の
収
穫
機
械
は
、
現

状
の
作
付
状
況
か
ら
し
て
収
穫
機
二
台
と
自

走
ラ
ッ
プ
マ
シ
ー
ン
二
台
を
「
畜
産
収
益
力

向
上
緊
急
支
援
リ
ー
ス
事
業
」（
二
分
の
一

補
助
金
付
き
）を
活
用
し
取
得
を
決
定
し
た
。

（
概
算
取
得
予
定
額
二
千
八
百
十
二
万
三
千
円
）
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協
議
十
二

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
運
営
規
程
の

一
部
変
更

▼
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
円
滑
化
推
進
委
員

会
、
生
産
委
員
会
で
の
検
討
結
果
を
受
け
て

審
議
。

㈠�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
困
難
時
及
び
緊
急
時

の
料
金
体
系（
利
用
料
金
・
委
託
料
金
）の

変
更

•
派
遣
調
整
会
議
及
び
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
傷
病

時
利
用
に
係
る
緊
急
対
応
時
に
、
利
用
者
の

要
望
に
応
え
る
た
め
、
出
役
基
準
を
下
回
っ

て
派
遣
を
行
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
こ

の
場
合
、
派
遣
人
員
に
関
わ
ら
ず
、
出
役
先

に
は
出
役
基
準
人
員
分
の
仕
事
量
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
利
用
料
金
は
派
遣
基
準
分
の
料
金

と
し
、
委
託
料
金
は
派
遣
基
準
人
員
分
を
実

際
派
遣
人
員
で
除
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
変

更
は
、「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料
金
表
」と「
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
業
務
委
託
費
表
」に
、
但
し
書

き
を
追
加
す
る
。（
下
記
事
例
）

㈡�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
傷
病
時
利
用
に
お
け
る
年

末
年
始
対
応
の
特
別
料
金
の
設
定

•
傷
病
時
利
用
互
助
の
場
合
は
、
年
末
年
始

（
派
遣
日
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
）

の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
出
役
に
対
し

㈢�

こ
の
要
領
の
変
更
日
は
平
成
二
十
六
年
四

月
一
日
。

協
議
十
三

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
委
託
要
領
の

一
部
変
更

▼
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
か
か
る
業
務
の
円
滑

な
推
進
を
図
る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
業
務
委

託
要
領
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
規
定
に
基
く
業

務
委
託
に
あ
た
っ
て
は
、
業
務
委
託
契
約
、
業

務
臨
時
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
こ
の
業

務
委
託
区
分
の
内
、
農
家
臨
時
に
か
か
る
「
利

用
料
金
」、「
委
託
料
金
」は
、
各
々
一
万
円
と

し
て
利
用
料
金
は
乳
代
控
除
に
よ
る
方
法
で
徴

収
し
、
一
方
の
業
務
請
負
対
価
の
支
払
い
は
乳

代
精
算
日
に
併
せ
て
別
途
指
定
口
座
に
振
り
込

み
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

▼
こ
の
手
法
に
つ
い
て
、
利
用
組
合
員
か
ら

は
「
業
務
委
託
契
約
料
金
及
び
業
務
臨
時
委

託
契
約
料
金
は
確
定
申
告
な
ど
税
務
上
の
整

理
に
お
い
て
事
務
的
に
煩
雑
で
あ
る
の
で
即

刻
廃
止
し
て
ほ
し
い
」と
の
意
向
を
受
け
て
、

こ
の
扱
い
の
廃
止
を
決
定
し
た
。

▼
こ
の
変
更
日
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一

日
と
す
る
。

協
議
十
四

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
損
害
賠
償
準
備

拠
出
金
制
度
の
新
設

▼
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
運
営
に
お
い
て
、

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員
が
業
務
従
事
中
に
起
こ
し

た
不
慮
の
事
故
損
害（
家
畜
・
施
設
・
生
産

物
）に
備
え
て
、
損
害
保
険（
一
件
当
り
の
免

責
額
五
千
円
）に
加
入
し
て
い
る
。

▼
ヘ
ル
パ
ー
業
務
中
の
発
生
事
故
に
お
い

て
、
①
購
入
か
ら
期
間
の
経
過
し
た
機
器
の

破
損
事
故
に
お
い
て
は
加
入
保
険
で
全
額
補

償
が
担
保
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
②
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
員
の
過
失
度
合
い
が
軽
微
な
発
生
事
案

に
お
い
て
、
支
払
う
損
害
負
担
額
の
判
断
・

協
議
に
お
い
て
問
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
問
題
解
決
に
あ
た
る
た
め
、「
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
事
業
損
害
賠
償
拠
出
負
担
金
取
り
扱
い

要
領
」を
定
め
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

な
お
、
こ
の
財
源
は
、
ヘ
ル
パ
ー
員
の
出
役

一
回
に
つ
き
十
円
の
負
担
と
ヘ
ル
パ
ー
事
業

特
別
会
計
か
ら
負
担
。
賠
償
負
担
は
三
分
の

二
を
ヘ
ル
パ
ー
事
業
特
別
会
計
か
ら
、
残
り

三
分
の
一
を
利
用
組
合
員
の
負
担
と
す
る
。

▼
こ
の
要
領
新
設
日
は
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
。

区　分 【改定料金】 【現行料金】
利用料金 48,000 円（@16,000 円× 3名分） 32,000 円（@16,000 円× 2名分）

委託料金
40,500 円（@20,250 円※× 2名）
※ 1名当り@13,500 円+
（@13,500 円÷ 2）=20,250 円

27,000 円（@13,500 円× 2名）

■事例　傷病や緊急時等で出役基準人員３名のところを 2名で従事した場合

区　分 【改定料金:派遣 1名当り】 【現行料金:派遣 1名当り】
利用料金 18,000 円（@16,000 円+2,000 円） 16,000 円
委託料金 15,500 円（@13,500 円+2,000 円） 13,500 円

■表　年末年始の料金改定内容

て
特
別
料
金
二
千
円
／
日
を
設
定
し
、
そ
の

同
額
を
委
託
費
に
加
算
す
る
。

　

こ
の
変
更
は
、「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料

金
表
」と
「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
業
務
委
託
費
表
」

に
、
但
し
書
き
を
追
加
す
る
。（
左
記
表
の

内
容
ど
お
り
）
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協
議
十
五

平
成
二
十
六
年
度
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

事
業
に
係
る
利
用
料
金
等
の
設
定

▼
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料
金
の
決
定
は
、
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
運
営
規
程
第
九
条
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
業
務
委
託
要
領
第
六
条
第
三
項
に

基
づ
き
審
議
。

▼
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
運
営
収
支
を
保

ち
、
受
益
者
負
担
を
軽
減
す
る
必
要
で
あ
っ

た
「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
円
滑
化
対
策
事
業
」に

よ
る
補
助
金
受
入
が
平
成
二
十
五
年
度
末
を

も
っ
て
終
了
。
受
益
者
負
担
の
増
高
を
補
う

た
め
、（
一
社
）広
島
県
酪
農
協
会
で
は
、
国

に
よ
る
前
述
の
事
業
廃
止
を
補
完
す
る
た

め
、
広
島
県
に
よ
る
指
導
助
言
を
受
け
て
、

過
去
よ
り
同
県
と
生
産
者
団
体
の
拠
出
で
造

成
し
て
い
る
残
額
を
基
本
基
金
と
し
、
こ
の

元
金
の
取
崩
手
法
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
行
わ
れ
る
目
処
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
六
年
度
の
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料

金
と
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
業
務
委
託
費
は
、
前
年

度
同
様
と
し
、
料
金
か
つ
委
託
費
を
据
え
置

く
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
委
託
者
と
の
契
約

内
容
も
吟
味
す
る
中
で
継
続
審
議
扱
い
と
し

た
。

協
議
十
六

平
成
二
十
六
年
度
牛
群
検
定
事
業
に

係
る
利
用
料
金
等
の
設
定

　

牛
群
検
定
利
用
料
金
及
び
委
託
料
金
の
取

り
扱
い
は
、
広
島
県
乳
用
牛
群
検
定
事
業
実

施
要
領
第
八
条
第
一
項
の
定
め
に
よ
り
、
平

成
二
十
六
年
度
の
牛
群
検
定
利
用
料
金
及
び

委
託
料
金
を
審
議
し
た
が
、
委
託
内
容
も
加

味
す
る
中
で
継
続
審
議
扱
い
と
し
た
。

協
議
十
七

「
定
年
再
雇
用
規
程
」の
一
部
変
更
と

「
正
職
員
転
換
制
度
規
程
」の
新
設

▼
組
合
の
業
務
執
行
を
行
う
上
で
、
近
い
将

来
に
お
い
て
幹
部
職
員（
管
理
職
）や
一
般
職

員
ら
複
数
人
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
状
況
に

あ
っ
て
、
新
た
な
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
の
供
給
開
始

と
、
そ
の
拡
売
推
進
指
導
、
転
換
期
に
あ
る

農
政
・
酪
農
情
勢
へ
の
迅
速
な
対
応
、
事
業

停
滞
を
避
け
る
上
に
お
い
て
は
、
長
年
培
っ

た
経
験
と
実
務
能
力
が
不
可
欠
と
し
、
こ
れ

ら
の
実
務
経
験
を
有
し
た
職
員
を
活
か
し
た

組
合
員
へ
の
購
買
推
進
と
指
導
体
制
の
確

立
、
適
材
適
所
に
よ
る
人
員
配
置
に
よ
る
酪

農
所
得
向
上
に
よ
る
貢
献
を
目
指
す
考
え
に

あ
る
。
し
か
し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
現
状

の
事
業
継
続
を
図
る
上
に
お
い
て
、
退
職
職

員
の
こ
れ
ま
で
の
実
務
経
験
を
活
か
し
た
知

識
や
技
能
等
を
も
っ
て
、在
籍
職
員
の
統
率
、

役
職
に
応
じ
た
職
務
遂
行
を
行
う
た
め
、
現

行
の
「
定
年
再
雇
用
規
程
」の
一
部
変
更
と
、

実
務
経
験
の
あ
る
非
正
規
職
員
か
ら
の
「
正

職
員
転
換
制
度
」を
創
設
し
、
併
せ
て
、
正

職
員
の
計
画
的
な
新
規
採
用
に
よ
る
人
材
確

保
を
次
期
「
中
期
三
か
年
計
画
」に
盛
り
込

ん
で
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

▼
こ
の
規
程
変
更
並
び
に
新
設
は
、
何
れ
も

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
付
け
と
し
た
。

協
議
十
八

貸
倒
引
当
金
の
引
当
基
準

▼
貸
倒
引
当
基
準
を
現
行
五
十
％
か
ら

二
十
五
％
に
引
き
下
げ
、
必
要
に
応
じ
て
債

権
回
収
リ
ス
ク
が
高
い
債
権
へ
の
引
当
を
行

う
規
程
変
更
を
決
定
し
た
。

▼
資
産
査
定
要
領
の
一
部
改
正
は
平
成

二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け
と
し
た
。

協
議
十
九

預
か
り
金
事
務
取
り
扱
い
基
準
要
領
の

一
部
変
更
と
事
務
手
数
料
の
改
定

▼
「
預
か
り
金
事
務
取
り
扱
い
基
準
要
領
」

第
五
条
で
は
、
そ
の
預
り
金
の
払
戻
手
続
き

に
か
か
る
事
務
手
数
料
を
七
百
三
十
五
円
と

定
め
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か

ら
消
費
税
率
が
現
行
の
五
％
か
ら
八
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
務
手
数

料
の
改
定
に
関
す
る
要
領
の
一
部
変
更（
事

務
手
数
料
の
改
定
は
、
現
行
要
領
の
定
め
で

は
実
額
記
載
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
改
定
料

金
の
変
更
は
「
組
合
長
に
一
任
」と
決
定
し

た
。

▼
な
お
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
以
後
の

事
務
手
数
料
は
、
消
費
税
率
八
％
の
税
込
料

金
と
し
て
七
百
五
十
六
円
と
し
た
。

■
報
告
事
項

①
子
会
社
・
山
陽
乳
業（
株
）の
経
営
状
況

②�

平
成
二
十
五
年
度
生
乳
計
画
生
産
の

進
捗
状
況

③
３
M
事
業
25
の
進
捗
状
況

④�

平
成
二
十
五
年
度
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ

の
状
況

⑤
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況

⑥
消
費
税
法
改
正
に
伴
う
事
業
対
応

⑦�

組
合
に
及
ぶ
事
故
・
ク
レ
ー
ム
等
の

発
生
状
況

⑧�

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
付
け
職
員

人
事
異
動
の
内
示

⑨
平
成
二
十
五
年
度
決
算
状
況
の
見
込
み

⑩
農
林
年
金
の
情
勢
報
告
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▼
三
月
は
別
れ
、
四
月
は
出
会
い
の
時

期
と
も
言
い
ま
す
。
各
地
で
は
卒
業

式
や
入
学
式
、
転
勤
や
引
っ
越
し
等
、

多
く
の
人
の
出
入
り
が
多
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

▼
本
誌
「
ら
く
の
う
だ
よ
り
」で
も
連
載

コ
ラ
ム
「
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
」に
執

筆
頂
い
て
き
た
Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ

い
飼
料
株
式
会
社
の
中
尾
継
幸
さ
ん

が
近
畿
支
店
に
御
栄
転
と
な
り
、
今

月
号
を
も
っ
て
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

▼
こ
の
連
載
の
き
っ
か
け
は
、
本
誌
編

集
長
か
ら
執
筆
を
依
頼
し
、
約
四
年

間
と
長
期
に
わ
た
る
連
載
に
快
く
応

じ
て
頂
い
た
も
の
で
す
。

▼
毎
月
五
日
の
原
稿
締
切
を
厳
守
し
、

必
要
量
の
文
字
数
を
範
囲
内
で
ま
と

め
ら
れ
、
尚
且
つ
、
読
者
に
読
み
や

す
い
身
近
な
話
題
か
ら
始
ま
り
、
酪

農
に
関
わ
る
興
味
深
い
話
に
至
る
ま

で
、
落
と
し
ど
こ
ろ
を
押
さ
え
た
原

稿
は
、
編
集
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
楽
し
み
の
一
つ
に
も
な
り
ま

し
た
。
乳
用
牛
へ
の
理
想
の
給
餌「
定

時
・
定
量
・
定
質
」と
も
重
な
り
ま

し
た
。
周
囲
か
ら
の
評
判
も
良
く
、

解
り
易
く
面
白
い
記
事
と
好
印
象
で

あ
っ
た
だ
け
に
と
て
も
残
念
で
す
。

▼
新
天
地
で
の
今
後
更
な
る
ご
活
躍
と

ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

▼
広
酪
で
は
四
月
一
日
付
け
で
人
事
異

動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

本
誌
編
集
に
新
た
に
携
わ
る
総
務
管

理
課
企
画
広
報
係
の
職
員
が
ひ
と
り

増
え
ま
し
た
。
当
組
合
の
広
報
活
動

は
、
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
面
で
取
材
を
し
、
そ
れ

を
集
約
し
た
も
の
を
ベ
ー
ス
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
組
合
の
情
勢
や
酪

農
技
術
・
指
導
情
報
を
は
じ
め
、
組

合
員
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
と
消

費
者
、
関
係
団
体
等
へ
の
情
報
発
信

に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｔ
．
Ｙ
）

第
四
回
監
事
会

実
地
棚
卸
監
査

三
月
二
十
四
日
　
広
酪
本
所
会
議
室

三
月
三
十
一
日
　
組
合
の
各
事
業
場

　

池
田
道
明
代
表
監
事
は
、
第
四
回
監
事

会
を
開
催
し
、
理
事
一
名
か
ら
申
出
の

あ
っ
た
任
期
途
中
の
退
任
申
し
出
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
審
議
し
、
退
任
理
由
と
し

て
「
相
当
な
事
由
」が
あ
る
と
の
判
断
を

も
っ
て
了
承
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

池
田
道
明
代
表
監
事
は
、
平
成

二
十
五
年
度
期
末（
平
成
二
十
六
年

三
月
末
日
現
在
）の
実
地
棚
卸
監
査

を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
監
事
四
名
が
四
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
、
組
合
の
各
事
業
場
の
購

買
品
、
市
乳
商
品
、
生
乳
、
現
金
等

の
現
物
数
量
の
確
認
に
あ
た
っ
た
。

理事 1名の
「辞任申出」了承

平
成
二
十
五
年
度
実
地
棚
卸
監
査
実
施

（購買品の実棚を確認する森下政憲監事（左奥）、
右は藏崎哲治事業推進課課長補佐）


